
8

【問い合わせ先】 
　◆担当課 
　　　小野町役場企画課 
　◆電話 
　　　72-6939 
　◆ファックス 
　　　72-3121 
　◆電子メール 
　　　kikakuka@town.ono.fukushima.jp

　このコーナーでは、町政に関する新たな制度の創設や事業の実施など、皆さんの自由な発想からの提
案を募集しています。（手紙、ファックス、電子メールなど） 
　提案については、具体的な事業への反映の可能性などを検討し回答します。内容については、提案趣
旨の変わらない範囲で要約をする場合もあります。 
　今月は、11月～12月中に提案のあった５件の提案についてお知らせします。 
 
 
　新しい小野町として生まれ変わらなくてはいけないと思います。 
　例えば、つくばエクスプレスみたいに、小野新町駅前や小野インターチェンジ前などに大手企業や大 
手スーパー、10階建てのアパートや一軒家をたくさん作ったらどうでしょうか？ 
　そうすれば、新しい小野町として小野町全体が活性化するのではないかと思います。 
 
　ご提案のとおり、人が集まる、人を集めるまちづくりをすることは、産業経済をはじめ地域全体の活 
性化へつながるものと期待されます。小野町でも「人口の増加」に重点をおいた事業を展開する方針で 
す。 
　その一つとして、磐越自動車道小野インターに近い工業用地への、優良企業の立地に向けた活動にも 
力を入れています。 
　とは言え、ご提案の内容を実現するのは、客観的に難しいと考えます。 
今の高校生や中学生のみなさんが、次代の小野町を支える大きな力となります。今後も学生ならではの
視点から、新たなまちづくりに向けての提案を期待しています。 
 
　定住・交流による人口増に向けた取り組みが必要です。子供が増えないなら、増えないなりに、出て
行く人を減らさなければ何の対策にもならないと考えるものです。 
　一策として、小野町への定住策だけでなく、夏井の「千本桜祭り」に集まった観光客を捉えて、農地 
の有償貸付けを行い、貸付地から収穫出来た米や野菜を低価で提供する方法等、考えてみては如何でし
ょうか。貸付けた農地へは、植え付け時と収穫時にだけ来て貰い、日常の管理は農家の人が請け負うと
いう制度です。こうすれば農地の有効活用に加えて現金収入も増え、観光客の誘致にもつながると思い
ます。 
　磐越自動車道も折角４車線工事をしているのですから、小野町の入口辺り（夏井の磁沢橋辺り）にイ 
ンターを作ってもらい、夏井の千本桜の観光をしやすくすべきと思います。また、インターの入口に 
「夏井の千本桜」降車口のPR標を建ててください 
　 
　千本桜を利活用した交流人口の増加策は、町が重点的に事業展開を行う「人口増加」につながるもの 
です。 
　まず「市民農園」的な交流施設の創設ですが、小野町へのリピーターを増やす方策として有効な企画 
と考えます。 
　今後、農家の方々・農業関係機関・観光協会等との協議を進
めて参ります。 
　次に、夏井地内へのインターチェンジの設置についてですが、
インターチェンジ設置には基準があり、山間地域の高速道路に
ついては、20ｋｍ以上離れることとなっていますので、新た
なインターの建設は不可能です。 
　｢夏井千本桜｣降車口への案内板の設置については、サービス
エリア、パーキング敷地内での設置は可能とのことなので、関
係者と協議を進める考えです。 
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　人口の増加は、消費、税収など全てに結びつくものです。企業もしくは団体（全て定住）を誘致に導
いた方への奨励金を制度化してはいかがでしょうか。例えば、雇用30人規模の企業を誘致した場合に
は300万円。50人規模で500万円の誘致奨励金を成功報酬として支払うものです。 
　対象は、小野町民はもちろん、小野町出身、特につながりのある「ふるさと小野町会」など、広く公
募してはいかがでしょうか。いくらでも実現すれば、地域の課題は少しでも解消できると思います。 
 
　人口の変動は地域の経済をはじめ、教育や福祉など様々な分野に強い影響力を持っています。 
地域の活力を維持するには、新たな就業機会の創出、良好な居住空間や安心して子育てができる環境の
整備等により、流出人口の抑制に努めるとともに、地域外からの流入を促進しなければなりません。 
　このため町では、人口の増加につながる施策を最優先とし、施策の選択と集中による重点化に取り組
んでいます。 
　取組の一つには、企業誘致による就業機会の創出がありますが、現在、全国的に企業誘致は加熱傾向
にあり、各自治体では進出企業に巨額な補助金や税制優遇、さらに仲介者への成功報酬といった多様な
誘致策に取り組んでいるところです。 
　当町にも、工場誘致奨励金の制度がありますが、さらに魅力的な誘致策への見直しが必要と考えてい
ます。そのため、奨励金や税制優遇、情報網や人脈などの活用など、幅広い視点から新たな誘致方策を
見出し、早期誘致に弾みを付けたいと思います。 
 
　「リカちゃんキャッスル」は、通年で観光客を呼べる可能性があると思われます。行政が何らかのバ
ックアップを考えても、何の不思議もないと思いますがどうでしょう？ 
　費用がかからずに、最少の費用でアピールできるようなイベントはないでしょうか？。民間と行政、
そして施設のある行政区・商工会などが協力して話し合い、その施設と地域を盛り上げて行けそうな気
がします。 
　例えば、施設前の「リカちゃん通り」の街路樹を利用して電飾の飾り付けをすること。それと合わせ
各家庭が自宅で楽しんでいるクリスマスツリーを持ち寄り、道路沿いでツリーコンテストを開催するの
も楽しいと思います。 
　また、町のダンス愛好者団体に呼びかけ、リカちゃんキャッスルの前庭でダンスパーティーを開催し
てもらっても、建物のイメージに合って良いのではないでしょうか。いずれにしろ、何か行動を起こせ
ば、もっともっと良い考えがみなさんから出てくると思われます。 
 
　リカちゃんキャッスルについては、町の重要な観光資源であり、町・観光協会では観光宣伝を行って
います。 
　また、リカちゃんキャッスル前の「リカちゃん通り」についてイルミネーションによるライトアップ
を行い地域の振興を図ることについては、中心市街地の賑わいを創出し地域全体の活性化にも発展する
有効な企画であると考えています。 
　取り組みにあたっては地域住民・関係機関との共同参画が重要と考えておりますので、合意形成と具
現化に向けた支援を行って参りたいと考えています。 
 
　小町ダムを紫陽花湖にしましょう。紫陽花は比較的手のかからない、花期の長い花です。町民に呼び
かけて挿し木にし、根の出たものをダム周辺に植えてはどうでしょうか !!。 
　会合を持って相談すれば、必ず名案が生まれるものと信じます。 
 
　こまちダム湖周辺の整備については、地域住民等で構成する景観検討ワークショップを開催し、自然
景観と調和した景観づくり、小野町の特色を活かした景観づくりなどが話し合われました。 
　その中で、桜やツツジ、モミジ、ニッコウキスギ、コスモス等を植樹し、四季折々に花等の観賞がで
きる憩いの場にしたいとの意見が出されています。 
　ご提案の内容は、これに合致しており、次年度以降の実施になるかと思いますが、今後、手法等を検
討し実現化に向け進めていきたいと思います。 
　植樹については、こまちダム地権者会の会議の中で協力体制が煮詰まっておりますが、地域住民のボ
ランティアに頼らざるを得ないこともあり、管理も含めて実現化を検討していきたいと思います。 




